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車　　名 モデル
（型式） HVの基本 駆動用バッテリー

の位置

駆動用バッテリー電圧 
（容量）／最大駆動電圧 

ニッケル水素電池 
（※はリチウムイオン電池）

駆動用電源遮断装置の位置
（※は蓋がネジ留め）

電源遮断装置
（独自の呼称）

衝突時
遮　断

駆動用電源を遮断する
ヒューズ（リレー）など

該当するヒューズボッ
クス（リレーボックス）
の位置

ト

ヨ

タ

プリウス
初代

（W10）
スプリット

リアシートバック
後部

288V（6.5Ah）

トランク内リアシート後部右側

T-Ⅰ型
サービスプラグ

有 HEV。（IGCT）
エンジンルーム左側
（エンジンルーム後部
中央）

マイナー
チェンジ

（W11）
スプリット

トランクフロア下
前部

273.6V（6.5Ah）

トランク内フロア下前部左側

T-Ⅱ型
サービスプラグ

有 HEV。（IGCT）
エンジンルーム左側
（エンジンルーム後部
中央）

２代目
（W20）

スプリット 荷室フロア下前部
201.6V（6.5Ah）

／500V

荷室内フロア下前部左側

T-Ⅲ型
サービスプラグ

有 HEV。（IGCT） エンジンルーム左側
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第１章　車の基本構造
　　１　車は何でできているのか
　　２　車の構造
　　３　その他の装置等
第２章　車両からの救助
　　１　救助現場到着時の注意点
　　２　�乗員を保護する構造と機構、�

救助時の注意点
　　３　エンジンを止める緊急時の方法
　　４　車内閉じ込め時の対処
　　５　救助のための破壊
　　６　救助のためのジャッキアップ
　　７　水没車両からの救助
第３章　消火活動
　　１　現場到着時の対処　�
　　　　〜現場は様々〜
　　２　消火作業
　　３　爆発・破裂音やその他の音
　　４　鎮火後の処置
　　５　鎮火後の証言
　　６　火災車両の移動
第４章　車両火災
　　１　原因究明
　　２　高温の排気系統
　　　　〜エンジンの中は火の海〜
　　３　出火源になる電気系統
　　４　燃料や油脂類による出火
　　５　車の燃え方

　　６　放　火
　　７　各種出火事例
　　８　特異な車両火災
第５章　ハイブリッド車などの概要
　　１　ハイブリッド車（HV）の基本構造
　　２　EVの基本構造
　　　　①　EVの駆動方式
　　　　②　市販されているEV
　　　　③　FCVの駆動方式（追加）
　　　　④　市販されているFCV（追加）
　　　　⑤　駆動用バッテリー
　　　　⑥　電解液が漏れ出たときの対策
　　　　⑦　高電圧ケーブル
　　　　⑧　作業に当たる際の注意
　　　　⑨　HV・EVの安全対策（追加）
　　　　⑩　感電（追加）
　　　　⑪　高電圧回路の遮断
　　３�　HVやPHV、EVの取扱いについて
　　　　①　見分け方
　　　　②　取扱いの注意点
　　　　③　FCVの安全対策（追加）
　　４　�サービスプラグやメインスイッチ

の位置と操作方法
　　５　HVの火災実験事例
　　�ハイブリッド車（HV）、プラグインハイ

ブリッド車（PHV）、電気自動車（EV）の
駆動用バッテリー・電源遮断装置など

目　次（抜粋）

◦感電の仕組み
◦HV、EV、FCVの安全対策
◦FCV（燃料電池自動車）の仕組み
◦ハイブリッド車・電気自動車の電源遮断装置等
　詳細一覧表での紹介車両を33台追加

主な追加内容



120　　第５章　ハ
イブリッド車など

の概要

９　HV・EVの安
全対策

　HVやEVの高電
圧バッテリーから

の電線は、プラス
・マイナスともボ

ディとは直接接続
され

ていないので、ボ
ディとプラス、あ

るいはボディとマ
イナスのいずれと

の間にも電圧差は
生じ

ない。なお、タイヤ
はゴム製だが電導性

があるので、ボディ
と地面は同電位（０

V）と考えられる。

　したがって、人が
プラスあるいはマイ

ナスに触れたとして
も感電することはな

い。かといって、

不用意に触れること
は避けるべきである

。

　ただし、システ
ムが稼働中（キー

ONの運転状態）に
プラス・マイナス

の両極に触れれば
、感

電する。

　通常の12Vバッテ
リーはプラスの電線

がヒューズボックス
などに接続されてお

り、マイナスの

電線はボディの金
属部に接続されて

いるので、プラス
側に触れれば感電

しているはずなの
だが、

電圧が低いので体内
に流れる電流は微弱

であることから感じ
ないだけである。

・直接接触に対する
保護：高電圧部分に

直接触れさせない。

・絶縁抵抗の確保：
高電圧部分と他の導

電部分は絶縁されて
いる。

・間接接触に対する
保護：�高電圧部分か

ら他の導電部分に漏
電した場合におい

ても感電させない。

◎HVやEVは上記の
ように安全対策が施

されている。

・間接接触に対する
保護

（例）�導電性のカバ
ーと他の導電部とを

等電位化

・絶縁抵抗の確保
（例）�導電性のカバ

ーとの絶縁

・直接接触に対する
保護

（例）�導電性又は非
導電性のカバー

高電圧部分

▲乗車人員を感電か
ら保護するための概

念　
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３　FCVの安全対策

　MIRAIは可燃性の水素を高圧で貯蔵しているが、水素が漏れたときの対策として水素検知器

を搭載しており、万一水素が漏れたときは、警告又は高圧水素タンクの主止弁を遮断して漏れ

を止める対策が施してある。

　また、高圧水素タンクなどの水素系部品は車室外に設置して、漏れた水素は拡散して車内に

溜まらないような構造になっている。

　万一の事故時には衝突エネルギーを多くの部材に効率よく分散・吸収させ、前面・側面・後

面の衝突に対して、FCスタックやタンクを保護するとともに、主止弁を遮断する構造になって

いる。

　FCスタックのフレームには特殊な熱
ねっ

可
か

塑
そ

性
せい

炭素繊維強化プラスチックを採用し、路面と干渉

したときの衝撃を吸収して、FCスタックを保護する構造となっている。

▲MIRAIのイメージ図　

プラスα

衝突時の安全性
時速64㎞での正面衝突を想定したHVやEVの試験でも、漏電などはなく安全性は確認され

ている。

▲衝突実験後のリーフ　 ▲衝突実験の後のプリウスα　
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10　感電　家庭用のAC100Vは片側が接地されているし、送電系の三相交流も一端が接地されている。

　したがって、接地側（コールド側）に触れても電圧差がないので感電はしないが、接地側以

外（ホット側）に触れると地面を通って電気が流れるので感電する。ただし、鳥が止まっても

地面に触れないので感電はしない。

変圧器

100V

コンセント
ホット側

コールド側

幅の狭い方に触れると感電する。

電圧差なし 感電！

ココがポイント！
ボディに触れても感電しない！☞バッテリーのプラス、マイナスいずれかの高圧電線の芯線が、ボディに接触した状態で

あっても、地面との間に電位差はないのでボディに触れても感電しない。

05.indd   121

2016/08/02   11:18:44

158　　第５章　ハイブリッド車などの概要 第５章　ハイブリッド車などの概要　　159

ハイブリッド車（HV）、プラグインハイブリッド車（PHV）、 電気自動車（EV）の駆動用バッテリー・電源遮断装置など
《HV、PHV》
注：前・後、左・右は進行方向に対するもの。

� 2015年３月末現在

メ
ー
カ
ー

車　　名 モデル
（型式） HVの基本 駆動用バッテリー

の位置

駆動用バッテリー電圧�
（容量）／最大駆動電圧�
ニッケル水素電池

（※はリチウムイオン電池）

駆動用電源遮断装置の位置
（※は蓋がネジ留め）

電源遮断装置
（独自の呼称）

衝突時
遮　断

駆動用電源を遮断する
ヒューズ（リレー）など

該当するヒューズボッ
クス（リレーボックス）
の位置

補機バッテリーの位置 備　　考

ト

ヨ

タ

プリウス
初代
（W10）

スプリット
リアシートバック
後部

288V（6.5Ah）

トランク内リアシート後部右側

T-Ⅰ型
サービスプラグ

有 HEV。（IGCT）
エンジンルーム左側
（エンジンルーム後部
中央）

トランク内後部左側 HV専用車

マイナー
チェンジ
（W11）

スプリット
トランクフロア下
前部

273.6V（6.5Ah）

トランク内フロア下前部左側

T-Ⅱ型
サービスプラグ

有 HEV。（IGCT）
エンジンルーム左側
（エンジンルーム後部
中央）

トランク内後部右側 HV専用車

２代目
（W20）

スプリット 荷室フロア下前部
201.6V（6.5Ah）

／500V

荷室内フロア下前部左側

T-Ⅲ型
サービスプラグ

有 HEV。（IGCT） エンジンルーム左側 荷室内後部右側 HV専用車

３代目
（W30）

スプリット 荷室フロア下前部
201.6V（6.5Ah）

／650V

荷室内フロア下前部右側

T-Ⅳ型
サービスプラグ

有 IGCT、AM2 エンジンルーム左側 荷室内後部右側 HV専用車

プリウスα
初代
５人乗り
（W41）

スプリット 荷室フロア下前部
201.6V（6.5Ah）

／650V

荷室内フロア下前部右側

Ｔ-Ⅳ型
サービスプラグ

有 IG2 エンジンルーム左側 荷室内後部右側 HV専用車

初代
７人乗り
（W40）

スプリット
センターコンソー
ル下部

201.6V（5.0Ah）
／650V

※

センターコンソール前部

Ｔ-Ⅳ型
サービスプラグ

有 IG2 エンジンルーム左側 荷室内後部右側 HV専用車

プリウスPHV
３代目
限定型
（W30）

スプリット 荷室フロア下部
345.6V（5.2kWh）

／650V
※

荷室内フロア下後部

３個付いている。
T-Ⅳ型
サービスプラグ×３

有 IGCT、AM2 エンジンルーム左側 荷室内後部右側
PHV専用車
サービスプラグは３個全
てを外す
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車両火災の事案に遭遇したことがない人にもピッタリ！
全編オールカラーで写真も豊富に掲載! 見やすくて分かりやすい!!

各メーカーのHV、PHV、EVの仕組みが
一目で分かる「電源遮断装置等詳細一覧表」を掲載！

紹介車両も74台に大幅増加！

感電の仕組みを解説

HV・EV及びFCVの安全対策
についての解説を追加


